
(57)【要約】

【課題】ＣＶＪナットが当接するハブのＣＶＪナット座

面を硬化することで、ＣＶＪナットの緩みを抑制し、異

音の発生を有効に防止することを可能とした軸受ユニッ

トを提供する。

【解決手段】車体構成部材に固定される静止輪２と、車

輪構成部材及び車輪駆動軸構成部材に固定されてこれら

とともに回転する回転輪４と、当該静止輪及び当該回転

輪にそれぞれ形成されて相互に対向する軌道面2s,4s,2t

,4t間へ転動可能に組み込まれた複数の転動体18a,18bと

を備えた軸受ユニットであって、回転輪は、車輪駆動軸

構成部材に外嵌された状態で、駆動軸の延出方向の一方

側から締結部材により当該車輪駆動軸構成部材に対して

固定されており、当該回転輪において、少なくとも当該

締結部材が当接する部位１２ｃには、近傍の部位よりも

その硬度が大きくなるように設定された所定の硬化層Ｓ

が形成されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 車 体 構 成 部 材 に 固 定 さ れ る 静 止 輪 と 、 車 輪 構 成 部 材 及 び 車 輪 駆 動 軸 構 成 部 材 に 固 定 さ れ
て こ れ ら と と も に 回 転 す る 回 転 輪 と 、 当 該 静 止 輪 及 び 当 該 回 転 輪 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て 相
互 に 対 向 す る 軌 道 面 間 へ 転 動 可 能 に 組 み 込 ま れ た 複 数 の 転 動 体 と を 備 え た 軸 受 ユ ニ ッ ト で
あ っ て 、
　 回 転 輪 は 、 車 輪 駆 動 軸 構 成 部 材 に 外 嵌 さ れ た 状 態 で 、 駆 動 軸 の 延 出 方 向 の 一 方 側 か ら 締
結 部 材 に よ り 当 該 車 輪 駆 動 軸 構 成 部 材 に 対 し て 固 定 さ れ て お り 、 当 該 回 転 輪 に お い て 、 少
な く と も 当 該 締 結 部 材 が 当 接 す る 部 位 に は 、 近 傍 の 部 位 よ り も そ の 硬 度 が 大 き く な る よ う
に 設 定 さ れ た 所 定 の 硬 化 層 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 軸 受 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 回 転 輪 に は 、 締 結 部 材 が 当 接 す る 部 位 に 対 し 、 所 定 の 表 面 処 理 が 施 さ れ て お り 、 当 該 表
面 処 理 に よ っ て 、 硬 化 層 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 軸 受 ユ ニ ッ
ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 調 質 に よ り 、 又 は 熱 間 鍛 造 後 の 冷 却 速 度 の 調 整 に よ り 回 転 輪 を 形 成 す る こ と で 、 硬 化 層
が 回 転 輪 と 同 時 に 一 体 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 軸 受 ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 硬 化 層 は 、 そ の 硬 度 が 、 締 結 部 材 の 硬 度 よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の
い ず れ か に 記 載 の 軸 受 ユ ニ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 、 自 動 車 の 車 輪 を 支 持 す る 軸 受 ユ ニ ッ ト に 関 し 、 特 に 、 か か る 軸 受 ユ
ニ ッ ト か ら の 異 音 発 生 を 防 止 す る た め の 軸 受 ユ ニ ッ ト 構 造 の 改 良 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 こ の 種 の 軸 受 ユ ニ ッ ト に は 、 例 え ば 、 図 ２ (ａ ),(ｂ )に 示 す よ う に 、 車 体 (懸 架 装 置 の ナ
ッ ク ル (図 示 し な い ))に 固 定 さ れ る 静 止 輪 ２ と 、 車 輪 (デ ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ )に 固 定 さ れ
て 当 該 デ ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ と と も に 回 転 す る 回 転 輪 ４ と が 備 え ら れ て い る 。 す な わ ち 、
こ の 場 合 、 軸 受 ユ ニ ッ ト は 、 外 輪 側 が 静 止 輪 ２ と な る よ う に 構 成 さ れ て い る と と も に 、 内
輪 側 が 回 転 輪 ４ と な る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
　 ま た 、 か か る 軸 受 ユ ニ ッ ト に は 、 複 数 の 転 動 体 (玉 )１ ８ が 、 静 止 輪 ２ 及 び 回 転 輪 ４ に そ
れ ぞ れ 形 成 さ れ た 相 互 に 対 向 す る 複 列 (２ 列 )の 軌 道 面 間 へ 転 動 可 能 に 組 み 込 ま れ て い る 。
こ の 場 合 、 転 動 体 (玉 )１ ８ は 、 環 状 を 成 す 保 持 器 ２ ０ に 形 成 さ れ た ポ ケ ッ ト 内 に １ つ ず つ
回 転 自 在 に 保 持 さ れ た 状 態 で 、 軌 道 面 間 を 転 動 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ２ (ａ )に 示 す 構 成 に お い て 、 静 止 輪 ２ に は 、 そ の 外 周 面 ２ ａ か ら 外 方 (径 を 拡 大 す る
方 向 )に 向 か っ て 突 出 し た 固 定 フ ラ ン ジ ２ ｆ が 一 体 成 形 さ れ て お り 、 当 該 固 定 フ ラ ン ジ ２
ｆ を 貫 通 す る 固 定 孔 ２ ｈ に 固 定 用 ボ ル ト ５ ８ を 挿 入 し 、 こ れ を 車 体 側 に 締 結 す る こ と で 、
静 止 輪 ２ を 図 示 し な い 懸 架 装 置 (サ ス ペ ン シ ョ ン )の ナ ッ ク ル に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 回 転 輪 ４ に は 、 略 円 筒 形 を 成 す ハ ブ １ ２ が 設 け ら れ て お り 、 当 該 ハ ブ １ ２ は 、 制
動 部 材 (ブ レ ー キ デ ィ ス ク ４ ０ )を 介 し て 車 輪 の デ ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ に 固 定 さ れ 、 当 該 デ
ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ と と も に 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 な お 、 か か る ハ ブ １ ２ に は
、 そ の 軸 方 向 (図 ２ (ａ )の 左 右 方 向 )の 一 方 側 (同 図 の 左 側 )に デ ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ の デ ィ
ス ク 部 ４ ２ ｄ を 固 定 (外 嵌 )す る た め の ハ ブ フ ラ ン ジ １ ２ ｆ が 周 方 向 に 沿 っ て 連 続 し て 突 設
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 場 合 、 ハ ブ フ ラ ン ジ １ ２ ｆ は 、 静 止 輪 ２ を 越 え て 外 方 (ハ ブ １ ２ の 径 方 向 外 側 )に 向
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か っ て 延 出 し て お り 、 そ の 延 出 縁 付 近 に は 、 周 方 向 に 沿 っ て 複 数 の 貫 通 孔 (ボ ル ト 孔 )１ ２
ｈ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 ブ レ ー キ デ ィ ス ク ４ ０ 及 び デ ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ の デ ィ ス ク
部 ４ ２ ｄ に も 、 そ れ ぞ れ 当 該 ボ ル ト 孔 １ ２ ｈ と 連 通 可 能 な 貫 通 孔 40h,42hが 周 方 向 に 沿 っ
て 複 数 個 (一 例 と し て 、 ボ ル ト 孔 １ ２ ｈ と 同 数 個 )設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 複 数 の ハ ブ ボ
ル ト １ ４ を ボ ル ト 孔 １ ２ ｈ か ら 貫 通 孔 40h,42hへ 挿 通 し 、 ハ ブ ナ ッ ト ７ ６ で 締 結 す る こ と
に よ り 、 ブ レ ー キ デ ィ ス ク ４ ０ 及 び デ ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ を ハ ブ フ ラ ン ジ １ ２ ｆ に 対 し て
位 置 決 め し て 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 図 ２ (ａ )に 示 す 構 成 に お い て 、 軸 受 ユ ニ ッ ト は 、 自 動 車 の 駆 動 輪 (Ｆ Ｒ (前 置 エ ン
ジ ン 後 輪 駆 動 )車 及 び Ｒ Ｒ (後 置 エ ン ジ ン 後 輪 駆 動 )車 の 後 輪 、 Ｆ Ｆ (前 置 エ ン ジ ン 前 輪 駆 動
)車 の 前 輪 及 び 四 輪 駆 動 車 の 全 輪 )を 支 持 す る 軸 受 ユ ニ ッ ト と し て 構 成 さ れ て お り 、 ハ ブ １
２ に は 、 そ の 軸 方 向 の 一 端 側 か ら 他 端 側 ま で (図 ２ (ａ )の 左 端 側 か ら 右 端 側 ま で )を 貫 通 す
る 所 定 の 大 き さ を 成 す ス プ ラ イ ン 孔 １ ２ ｔ が 形 成 さ れ 、 当 該 ス プ ラ イ ン 孔 １ ２ ｔ に は 、 等
速 ジ ョ イ ン ト ９ ２ の ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ が 挿 通 さ れ て い る 。 そ し て 、 ハ ブ １ ２ は 、 ス プ ラ
イ ン 軸 ９ ２ ｓ に 外 嵌 さ れ る こ と で 、 当 該 ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ と と も に 回 転 可 能 と な る 。
　 な お 、 ハ ブ １ ２ に は 、 そ の 軸 方 向 (図 ２ (ａ )の 左 右 方 向 )の 他 方 側 (同 図 の 右 側 )に 環 状 の
内 輪 構 成 体 １ ６ (ハ ブ １ ２ と と も に 回 転 輪 ４ を 構 成 す る 部 材 )が 外 嵌 さ れ る よ う に な っ て い
る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 場 合 、 例 え ば 、 静 止 輪 ２ と 回 転 輪 ４ と の 間 に 複 数 の 転 動 体 １ ８ を 保 持 器 ２ ０ で 保 持
し た 状 態 で 、 内 輪 構 成 体 １ ６ を ハ ブ １ ２ に 形 成 さ れ た 段 部 １ ２ ｓ ま で 外 嵌 し た 後 、 等 速 ジ
ョ イ ン ト ９ ２ の ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ を ハ ブ １ ２ の ス プ ラ イ ン 孔 １ ２ ｔ に 車 体 の 内 側 か ら 外
側 (図 ２ (ａ )の 右 側 か ら 左 側 )へ 向 け て 挿 通 す る 。 そ し て 、 ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ の 先 端 部 (
図 ２ (ａ )の 左 端 部 )に お い て 、 ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ よ り も 車 体 外 側 方 向 (図
２ (ａ )の 左 方 向 )へ 突 出 し た 部 分 に 設 け ら れ た 雄 ね じ 部 ９ ２ ｔ に Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ を 螺 合
さ せ 、 当 該 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ が ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ と 当 接 す る よ う に 締 結
す る こ と で 、 ハ ブ １ ２ と ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ と を 位 置 決 め 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の 際
、 内 輪 構 成 体 １ ６ は 、 そ の 一 端 面 (車 体 内 側 (図 ２ (ａ )の 右 側 )の 端 面 )１ ６ ａ が 等 速 ジ ョ イ
ン ト ９ ２ の 一 端 面 (車 体 外 側 (図 ２ (ａ )の 左 側 )の 端 面 )９ ２ ａ に 当 接 し 、 当 該 等 速 ジ ョ イ ン
ト ９ ２ の 端 面 ９ ２ ａ と ハ ブ １ ２ の 段 部 １ ２ ｓ と の 間 で 挟 み 込 ま れ る こ と で 位 置 決 め 固 定 さ
れ る 。 ま た 、 内 輪 構 成 体 １ ６ が 位 置 決 め 固 定 さ れ る こ と で 、 軸 受 ユ ニ ッ ト に 対 し て 所 定 の
予 圧 が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 図 ２ (ａ )に 示 す 構 成 に お い て は 、 内 輪 構 成 体 １ ６ は 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ９ ２ の 端 面
９ ２ ａ と ハ ブ １ ２ の 段 部 １ ２ ｓ と の 間 で 挟 み 込 ま れ た 状 態 で 、 ハ ブ １ ２ の 一 方 側 (車 体 外
側 (図 ２ (ａ )の 左 側 ))か ら Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ を 締 結 す る こ と で 、 位 置 決 め 固 定 し て い る が
、 例 え ば 、 図 ２ (ｂ )に 示 す 構 成 の よ う に 、 ハ ブ １ ２ に 対 し て 加 締 固 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 場 合 、 内 輪 構 成 体 １ ６ を ハ ブ １ ２ の 段 部 １ ２ ｓ ま で 外 嵌 し た 後 、 ハ ブ １ ２ の 一 方 側
(車 体 内 側 (図 ２ (ｂ )の 右 側 ))の 端 部 １ ２ ｄ を 加 締 め る こ と に よ り 、 当 該 内 輪 構 成 体 １ ６ を
ハ ブ １ ２ に 固 定 す る こ と が で き る と と も に 、 軸 受 ユ ニ ッ ト に 対 し て 所 定 の 予 圧 を 付 与 す る
こ と が で き る 。 な お 、 図 ２ (ｂ )は 概 念 図 で あ っ て 、 軸 受 ユ ニ ッ ト の 基 本 的 な 構 成 の み 示 し
て い る た め 、 例 え ば 、 等 速 ジ ョ イ ン ト 、 ス プ ラ イ ン 軸 及 び Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト な ど の 部 材 に つ い
て は 、 そ の 記 載 を 省 略 し て い る 。 た だ し 、 こ の 場 合 で あ っ て も 、 図 ２ (ａ )に 示 す 構 成 の 場
合 と 同 様 に 、 ハ ブ １ ２ の 一 方 側 (車 体 外 側 (図 ２ (ａ )の 左 側 ))か ら Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ に よ り
、 ハ ブ １ ２ と 等 速 ジ ョ イ ン ト ９ ２ の ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ と が 位 置 決 め 固 定 さ れ て い る 。 こ
の 状 態 に お い て は 、 ハ ブ １ ２ の 加 締 め 後 の 端 部 １ ２ ｄ が 等 速 ジ ョ イ ン ト ９ ２ の 一 端 面 (図
２ (ａ )の 端 面 ９ ２ ａ に 相 当 )に 当 接 し て い る (図 示 省 略 )。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 か か る 軸 受 ユ ニ ッ ト に お い て 、 静 止 輪 ２ と 回 転 輪 ４ と の 間 に は 、 転 動 体 (玉 )１ ８
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を 挟 ん で 、 そ の 両 側 (図 ２ (ａ )の 左 側 と 右 側 )に 軸 受 ユ ニ ッ ト を 密 封 す る た め の 密 封 板 ９ ８
が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 こ の よ う に 密 封 板 ９ ８ を 設 け る こ と で 、 軸 受 ユ ニ ッ ト の 外 部
か ら 異 物 (例 え ば 、 泥 水 、 塵 埃 )が 内 部 に 侵 入 す る こ と を 防 止 し て い る と と も に 、 内 部 に 封
入 さ れ た 潤 滑 剤 (例 え ば 、 グ リ ー ス 、 油 )が 外 部 へ 漏 洩 す る こ と を 防 止 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 と こ ろ で 、 こ の よ う な 軸 受 ユ ニ ッ ト を 構 成 す る ハ ブ １ ２ は 、 ブ レ ー キ デ ィ ス ク ４ ０ 及 び
デ ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ を 位 置 決 め 固 定 す る た め の ハ ブ フ ラ ン ジ １ ２ ｆ や パ イ ロ ッ ト 部 １ ２
ｐ 、 及 び 転 動 体 １ ８ を 転 動 さ せ る た め の 軌 道 面 (ア ウ ト ボ ー ド 側 軌 道 面 )４ ｓ が 一 体 成 形 さ
れ て い る 。 こ の よ う に ハ ブ フ ラ ン ジ １ ２ ｆ 、 パ イ ロ ッ ト 部 １ ２ ｐ 及 び 軌 道 面 ４ ｓ が 一 体 成
形 さ れ た ハ ブ １ ２ は 、 軌 道 面 ４ ｓ の 転 が り 疲 れ 寿 命 と ハ ブ フ ラ ン ジ １ ２ ｆ の 曲 げ 強 度 を 確
保 す る と と も に 、 当 該 ハ ブ フ ラ ン ジ １ ２ ｆ に 対 し て 衝 撃 が 加 わ っ た 際 に お け る 急 進 破 壊 を
防 ぐ こ と が 可 能 な 剛 性 を 有 し て い る こ と が 必 要 と さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の た め 、 軸 受 ユ ニ ッ ト の ハ ブ １ ２ に は 、 そ の 材 料 と し て 機 械 用 構 造 鋼 が 適 用 さ れ 、 当
該 機 械 用 構 造 鋼 を 熱 間 鍛 造 し 、 軌 道 面 ４ ｓ を 形 成 し た 上 で 、 当 該 軌 道 面 ４ ｓ に 対 し て 高 周
波 処 理 (焼 入 れ 処 理 )を 施 す こ と で 、 ハ ブ １ ２ が 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に 対 し 、 ハ ブ １ ２ の
Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に は 、 焼 入 れ 処 理 は 施 さ れ て お ら ず 、 ハ ブ １ ２ は 、 当 該 Ｃ Ｖ Ｊ ナ
ッ ト 座 面 １ ２ ｃ が 非 焼 入 れ 部 と し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 か か る 軸 受 ユ ニ ッ ト に 対 し て は 、 自 動 車 の 走 行 中 に お い て 、 当 該 自 動 車 が 加 減 速 す る 際
に 路 面 に 付 与 し た 力 に 対 す る 反 力 が 当 該 路 面 か ら 作 用 す る と と も に 、 当 該 反 力 に 伴 う 変 動
モ ー メ ン ト 荷 重 が 車 輪 (図 示 し な い )及 び デ ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ を 介 し て 継 続 的 に 作 用 し 、
軸 受 ユ ニ ッ ト の ハ ブ １ ２ に 歪 み (曲 げ )が 変 動 し て 発 生 す る 場 合 が あ る 。 こ の よ う に ハ ブ １
２ に 歪 み が 変 動 し て 発 生 す る と 、 そ の 歪 み の 程 度 に よ っ て は 、 ハ ブ １ ２ と ス プ ラ イ ン 軸 ９
２ ｓ と を 位 置 決 め 固 定 す る Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ が 緩 ん で し ま う 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 例 え
ば 、 図 ２ (ａ )に 示 す 構 成 に お い て は 、 内 輪 構 成 体 １ ６ の 端 面 １ ６ ａ と 等 速 ジ ョ イ ン ト ９ ２
の 端 面 ９ ２ ａ と が 変 則 的 に 接 触 し 、 図 ２ (ｂ )に 示 す 構 成 に お い て は 、 ハ ブ １ ２ の 加 締 め 後
の 端 部 １ ２ ｄ と 等 速 ジ ョ イ ン ト ９ ２ の 端 面 ９ ２ ａ と が 相 互 に 変 則 的 に 接 触 し 、 軋 み な ど の
異 音 が 発 生 す る 虞 が あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ こ で 、 軸 受 ユ ニ ッ ト に 対 し て 、 変 動 モ ー メ ン ト 荷 重 が 継 続 し て 作 用 し て い る 状 況 下 に
お い て 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ に 緩 み が 生 じ る 主 な 原 因 と し て は 、 以 下 の よ う な ３ つ が 挙 げ ら
れ る 。 な お 、 以 下 の 説 明 に お い て は 、 便 宜 上 、 図 ２ (ａ )に 示 す 構 成 の 軸 受 ユ ニ ッ ト を 一 例
と し て 想 定 す る 。
　 ま ず 、 １ つ 目 の 原 因 と し て は 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ と ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ
と が 相 互 に 接 触 す る (当 接 す る )部 分 が 摩 擦 に よ り 摩 耗 す る と と も に 、 ハ ブ １ ２ (内 輪 構 成
体 １ ６ )と ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ と が 相 互 に 接 触 す る (突 き 合 う )部 分 16a,92aが 摩 擦 に よ り 摩
耗 す る こ と で 、 ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ の 軸 力 が 低 下 し て し ま う こ と が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 次 に 、 ２ つ 目 の 原 因 と し て は 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ と 接 触 す る (当 接 す る )ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ
Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ が 高 面 圧 に よ り 陥 没 す る と と も に 、 ハ ブ １ ２ (内 輪 構 成 体 １ ６ )と ス プ
ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ と が 相 互 に 接 触 す る (突 き 合 う )部 分 16a,92aの 一 方 側 が 高 面 圧 に よ り 陥 没
す る こ と で 、 ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ の 軸 力 が 低 下 し て し ま う こ と が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 ３ つ 目 の 原 因 と し て は 、 軸 受 ユ ニ ッ ト の ハ ブ １ ２ が 継 続 的 か つ 変 動 的 に 歪 む (
曲 が る )こ と で 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ が ラ ジ ア ル 方 向 (図 ２ (ａ )の 上 下 方 向 )に 変 位 す る こ と
で 、 当 該 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ の 緩 み ト ル ク が 発 生 し て し ま う こ と が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 上 の よ う な 原 因 を 踏 ま え 、 上 述 し た よ う な Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ の 緩 み の 発 生 を 防 止 す る
た め の 方 策 と し て 、 従 来 か ら 、 以 下 の よ う な 方 策 が 知 ら れ て い る 。
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　 上 述 し た １ つ 目 の 原 因 か ら 生 ず る 緩 み へ の 対 処 法 と し て 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ と ハ ブ １ ２
の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ と が 相 互 に 接 触 す る (当 接 す る )部 分 に 対 し 、 例 え ば 、 潤 滑 剤 を
塗 布 す る こ と な ど に よ り 、 当 該 当 接 部 分 の 摩 耗 を 防 止 す る 手 段 が あ る 。 一 方 、 ハ ブ １ ２ (
内 輪 構 成 体 １ ６ )と ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ と が 相 互 に 接 触 す る (突 き 合 う )部 分 16a,92aに 対 し
、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 ハ ブ １ ２ (内 輪 構 成 体 １ ６ )の 端 面 １ ６ ａ に 周 方 向 に 沿 っ て 連
続 す る 凹 溝 を 形 成 す る 手 段 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 上 述 し た ２ つ 目 の 原 因 か ら 生 ず る 緩 み へ の 対 処 法 と し て 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ と 接
触 す る (当 接 す る )ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に 対 し 、 例 え ば 、 そ の 当 接 面 積 を 大
き く す る こ と で 、 そ の 面 圧 を 低 下 さ せ る 手 段 や 、 そ の 表 面 強 度 を 高 め る 手 段 が あ る 。 一 方
、 ハ ブ １ ２ (内 輪 構 成 体 １ ６ )と ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ と が 相 互 に 接 触 す る (突 き 合 う )部 分 16
a,92aに つ い て は 、 通 常 、 そ の 当 接 部 分 16a,92aの 径 が 大 き く 、 ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座
面 １ ２ ｃ 側 と 比 較 し て 、 大 き な 面 圧 と は な ら な い 。 ま た 、 ハ ブ １ ２ (内 輪 構 成 体 １ ６ )は 、
焼 入 れ 処 理 さ れ て い る た め 、 陥 没 す る 虞 は 低 い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 そ し て 、 上 述 し た ３ つ 目 の 原 因 か ら 生 ず る 緩 み へ の 対 処 法 と し て 、 例 え ば 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ
ト ９ ４ と 接 触 す る (当 接 す る )ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ の 表 面 摩 擦 力 (摩 擦 抵 抗 )
を 当 該 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ の 緩 み ト ル ク よ り も 大 き く な る よ う に 設 定 す る こ と で 、 当 該 Ｃ Ｖ
Ｊ ナ ッ ト ９ ４ が ラ ジ ア ル 方 向 (図 ２ (ａ )の 上 下 方 向 )へ 変 位 す る こ と を 防 止 す る 手 段 が あ る
。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ れ ら を 考 慮 す れ ば 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ の 緩 み を 防 止 す る た め に は 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４
に 対 し 、 そ の 形 状 を 加 工 し て 、 当 接 す る Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に お け る 面 圧 を 高 め る と
と も に 、 当 該 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ と の 当 接 部 分 の 摩 耗 を 防 止 す る こ と が 有 効 と な る 。
一 方 、 ハ ブ １ ２ に 対 し て は 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ が 当 接 す る Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ の 表 面
強 度 を 高 め る と と も に 、 表 面 摩 擦 力 (摩 擦 抵 抗 )を 大 き く す る こ と が 有 効 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ３ ６ ９ ０ ８ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し か し な が ら 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ と ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ と が 相 互 に 当 接
す る 部 分 に 対 し 、 例 え ば 、 潤 滑 剤 を 塗 布 し た 場 合 、 当 該 当 接 部 分 の 摩 耗 は 防 止 す る こ と が
で き る が 、 一 方 で 、 当 該 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ の 表 面 摩 擦 力 (摩 擦 抵 抗 )は 小 さ く な っ て
し ま う 。 こ の よ う に 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ と ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ と が 相 互 に
当 接 す る 部 分 に お い て 、 摩 耗 を 防 止 す る こ と と 表 面 摩 擦 力 (摩 擦 抵 抗 )を 増 大 さ せ る こ と と
は 、 い わ ゆ る ト レ ー ド オ フ の 関 係 に あ り 、 相 矛 盾 す る も の で あ る た め 、 こ れ ら を 両 立 さ せ
る こ と は 困 難 で あ り 、 有 効 な 両 立 策 の 実 現 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ て お り 、 そ の 目 的 は 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト
が 当 接 す る ハ ブ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 を 硬 化 す る こ と で 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト の 緩 み を 抑 制 し 、 異
音 の 発 生 を 有 効 に 防 止 す る こ と を 可 能 と し た 軸 受 ユ ニ ッ ト を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う な 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 軸 受 ユ ニ ッ ト は 、 車 体 構 成 部 材 に 固 定
さ れ る 静 止 輪 と 、 車 輪 構 成 部 材 及 び 車 輪 駆 動 軸 構 成 部 材 に 固 定 さ れ て こ れ ら と と も に 回 転
す る 回 転 輪 と 、 当 該 静 止 輪 及 び 当 該 回 転 輪 に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ て 相 互 に 対 向 す る 軌 道 面 間
へ 転 動 可 能 に 組 み 込 ま れ た 複 数 の 転 動 体 と を 備 え て い る 。 こ の 場 合 、 回 転 輪 は 、 車 輪 駆 動
軸 構 成 部 材 に 外 嵌 さ れ た 状 態 で 、 駆 動 軸 の 延 出 方 向 の 一 方 側 か ら 締 結 部 材 に よ り 当 該 車 輪
駆 動 軸 構 成 部 材 に 対 し て 固 定 さ れ て お り 、 当 該 回 転 輪 に お い て 、 少 な く と も 当 該 締 結 部 材
が 当 接 す る 部 位 に は 、 近 傍 の 部 位 よ り も そ の 硬 度 が 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ た 所 定 の 硬
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化 層 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 回 転 輪 に は 、 締 結 部 材 が 当 接 す る 部 位 に 対 し 、 所 定 の 表 面 処 理 が 施 さ れ て お り 、
当 該 表 面 処 理 に よ っ て 、 硬 化 層 が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 調 質 に よ り 、 又 は 熱 間 鍛 造 後 の
冷 却 速 度 の 調 整 に よ り 回 転 輪 を 形 成 す る こ と で 、 硬 化 層 が 回 転 輪 と 同 時 に 一 体 形 成 さ れ て
い て も よ い 。 ま た 、 こ れ ら の 軸 受 ユ ニ ッ ト に お い て 、 硬 化 層 は 、 そ の 硬 度 が 、 締 結 部 材 の
硬 度 よ り も 大 き く 設 定 さ れ て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 の 軸 受 ユ ニ ッ ト に よ れ ば 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト が 当 接 す る ハ ブ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 を 硬
化 す る こ と で 、 当 該 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト の 緩 み を 抑 制 す る こ と が で き る と と も に 、 異 音 の 発 生 を
有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 軸 受 ユ ニ ッ ト に つ い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 に
係 る 軸 受 ユ ニ ッ ト は 、 例 え ば 、 自 動 車 や 鉄 道 車 両 な ど 、 各 種 の 車 両 の 車 輪 を 回 転 自 在 に 支
持 す る 軸 受 ユ ニ ッ ト と し て 適 用 す る こ と が で き る が 、 こ こ で は 、 自 動 車 の 車 輪 を 支 持 す る
軸 受 ユ ニ ッ ト を 一 例 と し て 想 定 す る 。 特 に こ の 場 合 、 か か る 軸 受 ユ ニ ッ ト は 、 自 動 車 の 駆
動 輪 (Ｆ Ｒ 車 及 び Ｒ Ｒ 車 の 後 輪 、 Ｆ Ｆ 車 の 前 輪 及 び 四 輪 駆 動 車 の 全 輪 )を 支 持 す る 軸 受 ユ ニ
ッ ト を 一 例 と し て 想 定 し 、 以 下 、 そ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 に 係 る 軸
受 ユ ニ ッ ト 及 び そ の 周 辺 部 材 の 基 本 的 構 成 は 、 上 述 し た 従 来 の 軸 受 ユ ニ ッ ト 及 び そ の 周 辺
部 材 の 構 成 (図 ２ (ａ )参 照 )と 同 様 で あ る た め 、 以 下 で は 、 こ れ ら と 同 一 若 し く は 類 似 の 構
成 に は 、 図 面 上 で 同 一 符 号 を 付 し て 、 そ の 説 明 を 省 略 若 し く は 簡 略 化 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 １ に は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 ユ ニ ッ ト が 示 さ れ て お り 、 当 該 軸 受 ユ ニ ッ ト
に は 、 車 体 構 成 部 材 (例 え ば 、 懸 架 装 置 の ナ ッ ク ル (図 示 し な い ))に 固 定 さ れ る 静 止 輪 ２ と
、 車 輪 構 成 部 材 (例 え ば 、 デ ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ (図 ２ (ａ )参 照 ))及 び 車 輪 駆 動 軸 構 成 部 材
(例 え ば 、 等 速 ジ ョ イ ン ト ９ ２ の ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ (図 ２ (ａ )参 照 ))に 固 定 さ れ て こ れ ら
と と も に 回 転 す る 回 転 輪 ４ と が 備 え ら れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 場 合 、 軸 受 ユ ニ ッ ト は 、
外 輪 側 が 静 止 輪 ２ と な る よ う に 構 成 さ れ て い る と と も に 、 内 輪 側 が 回 転 輪 ４ と な る よ う に
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 か か る 軸 受 ユ ニ ッ ト に は 、 複 数 の 転 動 体 (玉 )18a,18bが 、 静 止 輪 ２ 及 び 回 転 輪 ４
に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 相 互 に 対 向 す る 複 列 (２ 列 )の 軌 道 面 2s,4s間 及 び 軌 道 面 2t,4t間 へ 転
動 可 能 に 組 み 込 ま れ て い る 。 こ の 場 合 、 転 動 体 (玉 )18a,18bは 、 環 状 を 成 す 保 持 器 ２ ０ に
形 成 さ れ た ポ ケ ッ ト 内 に １ つ ず つ 回 転 自 在 に 保 持 さ れ た 状 態 で 、 軌 道 面 2s,4s間 及 び 軌 道
面 2t,4t間 を 転 動 し て い る 。 な お 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 転 動 体 18a,18bと し て 玉 を 適 用
し て い る が 、 例 え ば 、 軸 受 ユ ニ ッ ト の 構 成 や 種 類 な ど に 応 じ て 、 各 種 の こ ろ (円 す い こ ろ
、 円 筒 こ ろ 及 び 球 面 こ ろ な ど )を 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 １ に 示 す 構 成 に お い て 、 静 止 輪 ２ に は 、 そ の 外 周 面 ２ ａ か ら 外 方 (径 を 拡 大 す る 方 向 )
に 向 か っ て 突 出 し た 固 定 フ ラ ン ジ ２ ｆ が 一 体 成 形 さ れ て お り 、 当 該 固 定 フ ラ ン ジ ２ ｆ を 貫
通 す る 固 定 孔 ２ ｈ に 固 定 用 ボ ル ト (図 示 し な い )を 挿 入 し 、 こ れ を 車 体 側 に 締 結 す る こ と で
、 静 止 輪 ２ を 図 示 し な い 懸 架 装 置 (サ ス ペ ン シ ョ ン )の ナ ッ ク ル に 固 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 回 転 輪 ４ に は 、 略 円 筒 形 を 成 す ハ ブ １ ２ が 設 け ら れ て お り 、 当 該 ハ ブ １ ２ は 、 制
動 部 材 (例 え ば 、 ブ レ ー キ デ ィ ス ク ４ ０ (図 ２ (ａ )参 照 ))を 介 し て 車 輪 の デ ィ ス ク ホ イ ー ル
４ ２ (図 ２ (ａ ))に 固 定 さ れ 、 当 該 デ ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ と と も に 回 転 す る よ う に 構 成 さ れ
て い る 。 な お 、 か か る ハ ブ １ ２ に は 、 そ の 軸 方 向 (図 １ の 左 右 方 向 )の 一 方 側 (同 図 の 左 側 )
に デ ィ ス ク ホ イ ー ル ４ ２ の デ ィ ス ク 部 ４ ２ ｄ (図 ２ (ａ ))を 固 定 (外 嵌 )す る た め の ハ ブ フ ラ
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ン ジ １ ２ ｆ が 周 方 向 に 沿 っ て 連 続 し て 突 設 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 、 図 １ に 示 す 構 成 に お い て 、 軸 受 ユ ニ ッ ト は 、 自 動 車 の 駆 動 輪 (Ｆ Ｒ (前 置 エ ン ジ ン
後 輪 駆 動 )車 及 び Ｒ Ｒ (後 置 エ ン ジ ン 後 輪 駆 動 )車 の 後 輪 、 Ｆ Ｆ (前 置 エ ン ジ ン 前 輪 駆 動 )車
の 前 輪 及 び 四 輪 駆 動 車 の 全 輪 )を 支 持 す る 軸 受 ユ ニ ッ ト と し て 構 成 さ れ て お り 、 ハ ブ １ ２
に は 、 そ の 軸 方 向 の 一 端 側 か ら 他 端 側 ま で (図 １ の 左 端 側 か ら 右 端 側 ま で )を 貫 通 す る 所 定
の 大 き さ を 成 す ス プ ラ イ ン 孔 １ ２ ｔ が 形 成 さ れ 、 当 該 ス プ ラ イ ン 孔 １ ２ ｔ に は 、 等 速 ジ ョ
イ ン ト の ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ (図 ２ (ａ ))が 挿 通 さ れ て い る 。 そ し て 、 ハ ブ １ ２ は 、 ス プ ラ
イ ン 軸 ９ ２ ｓ に 外 嵌 さ れ る こ と で 、 当 該 ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ と と も に 回 転 可 能 と な る 。
　 な お 、 ハ ブ １ ２ に は 、 そ の 軸 方 向 (図 １ の 左 右 方 向 )の 他 方 側 (同 図 の 右 側 )に 環 状 の 内 輪
構 成 体 １ ６ (ハ ブ １ ２ と と も に 回 転 輪 ４ を 構 成 す る 部 材 )が 外 嵌 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 軸 受 ユ ニ ッ ト は 、 そ の 回 転 輪 ４ (ハ ブ １ ２ )が 、 車 輪 駆 動 軸 構 成 部 材 (ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２
ｓ (図 ２ (ａ )参 照 ))に 外 嵌 さ れ た 状 態 で 、 駆 動 軸 の 延 出 方 向 (図 １ の 左 右 方 向 )の 一 方 側 (同
図 の 左 側 )か ら 締 結 部 材 (Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ (図 ２ (ａ )参 照 ))に よ り 当 該 ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２
ｓ (図 ２ (ａ ))に 対 し て 固 定 さ れ て い る 。
　 こ の 場 合 、 回 転 輪 ４ を 構 成 す る ハ ブ １ ２ に は 、 ス プ ラ イ ン 孔 １ ２ ｔ の 軸 方 向 (図 １ の 左
右 方 向 )の 一 方 側 (同 図 の 左 側 )の 端 部 に 、 周 方 向 に 沿 っ て 連 続 す る 平 坦 面 状 を 成 す Ｃ Ｖ Ｊ
ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ (図 ２ (ａ ))を 駆 動 軸 方 向
(図 １ の 左 右 方 向 )の 一 方 側 (同 図 の 左 側 )か ら 当 該 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に 当 接 さ せ て 締
め 付 け る こ と で 、 回 転 輪 ４ を ス プ ラ イ ン 軸 ９ ２ ｓ (図 ２ (ａ ))に 対 し て 位 置 決 め 固 定 す る こ
と が で き る 。 こ の 際 、 回 転 輪 ４ は 、 一 例 と し て 、 内 輪 構 成 体 １ ６ が 等 速 ジ ョ イ ン ト ９ ２ (
図 ２ (ａ ))の 一 端 面 (車 体 外 側 (図 １ の 左 側 )の 端 面 )９ ２ ａ (図 ２ (ａ ))と ハ ブ １ ２ の 段 部 １
２ ｓ と の 間 で 挟 み 込 ま れ た 状 態 で 位 置 決 め 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 こ れ に 代 え て 、 例 え ば 、 図 ２ (ｂ )に 示 す 構 成 の よ う に 、 回 転 輪 ４ は 、 内 輪 構 成 体
１ ６ を ハ ブ １ ２ の 段 部 １ ２ ｓ ま で 外 嵌 し た 後 、 ハ ブ １ ２ の 一 方 側 (車 体 内 側 (図 ２ (ｂ )の 右
側 ))の 端 部 １ ２ ｄ を 加 締 め る こ と で 、 当 該 内 輪 構 成 体 １ ６ が ハ ブ １ ２ の 段 部 １ ２ ｓ と 端 部
１ ２ ｄ と の 間 で 挟 み 込 ま れ た 状 態 で 位 置 決 め 固 定 し て も よ い 。
　 な お 、 い ず れ の 場 合 に お い て も 、 回 転 輪 ４ (ハ ブ １ ２ 及 び 内 輪 構 成 体 １ ６ )を 位 置 決 め 固
定 す る こ と で 、 軸 受 ユ ニ ッ ト に 対 し て 所 定 の 予 圧 が 付 与 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 か か る 回 転 輪 ４ に お い て 、 少 な く と も Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ (図 ２ (ａ ))が 当 接 す る 部
位 に は 、 近 傍 の 部 位 よ り も そ の 硬 度 が 大 き く な る よ う に 設 定 さ れ た 所 定 の 硬 化 層 が 形 成 さ
れ て い る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 一 例 と し て 、 ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に 対
し 、 表 面 処 理 を 施 す こ と で 、 所 定 の 硬 化 層 Ｓ を 形 成 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 例 え ば 、 ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に 対 し 、 表 面 処 理 と し て 焼 入 れ 処 理 を 施 す
こ と で 、 硬 化 層 Ｓ を 形 成 す る こ と が で き る 。 な お 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に 対 し て 焼 入
れ を 行 う 場 合 、 そ の 方 法 と し て は 、 通 常 の 焼 入 れ 法 の 他 、 例 え ば 、 高 周 波 焼 入 れ 、 浸 炭 焼
入 れ な ど 各 種 の 方 法 を 適 用 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 、 焼 入 れ 時 の 各 種 の 条 件 (加 熱 す
る 方 法 、 時 間 、 温 度 及 び 速 度 、 並 び に 冷 却 す る 方 法 、 時 間 、 温 度 及 び 速 度 等 )な ど は 、 例
え ば 、 ハ ブ １ ２ の 組 成 や 焼 入 れ 後 の 設 定 硬 度 な ど に 応 じ て 具 体 的 に 設 定 さ れ る た め 、 こ こ
で は 特 に 限 定 し な い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 例 え ば 、 ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に 対 し 、 表 面 処 理 と し て シ ョ ッ ト ピ
ー ニ ン グ 加 工 を 施 す こ と で 、 硬 化 層 Ｓ を 形 成 し て も よ い 。 こ の 場 合 、 噴 射 す る シ ョ ッ ト 材
の 種 類 や 大 き さ (粒 径 )な ど は 、 例 え ば 、 ハ ブ １ ２ の 組 成 や 焼 入 れ 後 の 設 定 硬 度 な ど に 応 じ
て 具 体 的 に 設 定 さ れ る た め 、 こ こ で は 特 に 限 定 し な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
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　 さ ら に 、 硬 化 層 Ｓ は 、 ハ ブ １ ２ の 全 体 を 成 形 し た 後 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に 対 し 、
上 述 し た 焼 入 れ や シ ョ ッ ト ピ ー ニ ン グ な ど の 表 面 処 理 を 施 す こ と に よ っ て 形 成 し て も よ い
が 、 ハ ブ １ ２ と 同 時 に 一 体 形 成 し て も よ い 。 例 え ば 、 ハ ブ １ ２ の 全 体 を 調 質 す る こ と で 、
硬 化 層 Ｓ を 形 成 し て も よ い し 、 ハ ブ １ ２ の 全 体 を 熱 間 鍛 造 し た 後 、 そ の 冷 却 速 度 を 調 整 す
る こ と で 、 硬 化 層 Ｓ を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 、 硬 化 層 Ｓ の 大 き さ 、 形 状 及 び 深 さ な ど は 、 例 え ば 、 ハ ブ １ ２ の 大 き さ や Ｃ Ｖ Ｊ ナ
ッ ト ９ ４ (図 ２ (ａ ))の 硬 化 層 Ｓ の 当 接 面 の 形 状 な ど に 応 じ て 任 意 に 設 定 さ れ る た め 、 こ こ
で は 特 に 限 定 し な い 。 一 例 と し て 、 硬 化 層 Ｓ は 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に お い て 、 そ の
内 径 が ス プ ラ イ ン 孔 １ ２ ｔ の 径 と 略 同 一 を 成 す と と も に 、 そ の 外 径 が Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ (
図 ２ (ａ ))の 径 よ り も 若 干 大 き な 径 を 成 す 円 環 状 に 形 成 す れ ば よ い 。 ま た 、 こ の 場 合 、 硬
化 層 Ｓ は 、 連 続 的 な 円 環 状 を 成 す よ う に 形 成 し て も よ い し 、 断 続 的 に 環 状 を 成 す よ う に 形
成 し て も よ い 。 加 え て 、 硬 化 層 Ｓ は 、 多 重 (例 え ば 、 ２ 重 )の 同 心 円 環 状 を 成 す よ う に 形 成
し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 ハ ブ １ ２ に は 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ の 硬 化 層 Ｓ と 併
せ 、 転 動 体 (玉 )１ ８ ａ を 転 動 さ せ る た め の 軌 道 面 (ア ウ ト ボ ー ド 側 軌 道 面 )４ ｓ に 対 し て も
、 上 述 し た 硬 化 層 Ｓ と 同 様 の 各 種 の 方 法 に よ り 、 硬 化 層 ４ ０ ｓ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 場
合 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ の 硬 化 層 Ｓ は 、 軌 道 面 (ア ウ ト ボ ー ド 側 軌 道 面 )４ ｓ に 形 成 さ
れ た 硬 化 層 ４ ０ ｓ と 一 体 化 し な い 程 度 、 す な わ ち 、 硬 化 層 Ｓ が 当 該 硬 化 層 ４ ０ ｓ ま で 達 し
な い 程 度 の 所 定 の 深 さ (図 １ の 左 右 方 向 の 距 離 )で 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 例 え ば 、 ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に 対 し て 焼 入 れ 処 理 を 施 す こ と で 硬 化 層 Ｓ
を 形 成 す る 場 合 、 硬 化 層 Ｓ の 深 さ が 軌 道 面 (ア ウ ト ボ ー ド 側 軌 道 面 )４ ｓ に 形 成 さ れ た 硬 化
層 ４ ０ ｓ ま で 達 し な い 程 度 と な る よ う に 、 焼 入 れ 時 の 各 種 の 条 件 (加 熱 す る 方 法 、 時 間 、
温 度 及 び 速 度 、 並 び に 冷 却 す る 方 法 、 時 間 、 温 度 及 び 速 度 等 )を 設 定 し 、 ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ
Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に 対 し て 焼 入 れ 処 理 を 施 せ ば よ い 。 な お 、 硬 化 層 Ｓ 及 び 硬 化 層 ４ ０ ｓ
は 、 同 時 に 形 成 し て も よ い し 、 い ず れ か 一 方 の み を 先 に 形 成 し て お い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 、 硬 化 層 Ｓ の 具 体 的 な 硬 度 は 、 例 え ば 、 当 接 す る Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ (図 ２ (ａ )参 照 )
の 硬 度 な ど に 応 じ て 任 意 に 設 定 さ れ る た め 、 こ こ で は 特 に 限 定 し な い 。 た だ し 、 硬 化 層 Ｓ
は 、 少 な く と も そ の 硬 度 が 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ (図 ２ (ａ ))の 硬 度 よ り も 大 き な 所 定 の 硬 度
と な る よ う に 設 定 す る こ と が 好 ま し い 。 一 例 と し て 、 本 実 施 形 態 に お い て 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト
９ ４ は 、 ビ ッ カ ー ス 硬 さ (Ｈ ｖ )に 基 づ く 硬 度 が Ｈ ｖ ５ ０ ０ 以 上 に 設 定 さ れ て お り 、 硬 化 層
Ｓ は 、 少 な く と も 当 該 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ の 硬 度 で あ る Ｈ ｖ ５ ０ ０ よ り も 大 き な 所 定 の 硬 度
(Ｈ ｖ )と な る よ う に 設 定 す れ ば よ い 。 こ れ に よ り 、 相 互 に 当 接 す る Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２
ｃ の 硬 化 層 Ｓ と Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ (図 ２ (ａ ))の 当 接 面 と の 間 に 生 じ る 摩 耗 を 抑 制 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 方 で 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 一 例 と し て 、 ハ ブ １ ２ と Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ (図 ２ (ａ ))
と は 、 同 種 の 金 属 (例 え ば 、 同 種 の 機 械 用 構 造 鋼 な ど )で 構 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 相 互
に 当 接 す る ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ (硬 化 層 Ｓ )と Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ (図 ２ (ａ ))
の 当 接 面 と は 、 同 種 の 金 属 (例 え ば 、 同 種 の 機 械 用 構 造 鋼 な ど )で 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に
よ り 、 当 該 当 接 部 分 に お け る 表 面 摩 擦 力 (摩 擦 抵 抗 )を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 の よ う に 、 ハ ブ １ ２ の Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ に 対 し て 硬 化 層 Ｓ を 形 成 す る こ と で
、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面 １ ２ ｃ の 硬 化 層 Ｓ と Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４ (図 ２ (ａ ))と が 相 互 に 当 接 す る
部 分 に お い て 、 摩 耗 を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る と 同 時 に 、 表 面 摩 擦 力 (摩 擦 抵 抗 )を 効
果 的 に 大 き く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 軸 受 ユ ニ ッ ト に お い て 、 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト ９ ４
(図 ２ (ａ ))の 緩 み を 抑 制 す る こ と が で き 、 結 果 と し て 、 当 該 軸 受 ユ ニ ッ ト か ら 異 音 が 発 生
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す る こ と を 有 効 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 軸 受 ユ ニ ッ ト の 構 成 例 を 示 す 断 面 図 。
【 図 ２ 】 従 来 の 軸 受 ユ ニ ッ ト を 示 す 図 で あ っ て 、 (ａ )は 、 回 転 輪 を 締 結 固 定 し た 構 成 例 を
示 す 断 面 図 、 (ｂ )は 、 回 転 輪 を 加 締 固 定 し た 構 成 例 を 示 す 断 面 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
２ 　 静 止 輪
２ ｓ ， ２ ｔ ， ４ ｓ ， ４ ｔ 　 軌 道 面
４ 　 回 転 輪
１ ２ 　 ハ ブ
１ ２ ｃ 　 Ｃ Ｖ Ｊ ナ ッ ト 座 面
１ ６ 　 内 輪 構 成 体
１ ８ ａ ， １ ８ ｂ 　 転 動 体 (玉 )
Ｓ 　 硬 化 層
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